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平成２２年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム

（NWEC フォーラム）」開催要項

１．趣旨

男女共同参画社会の形成に向け、今、私たちが自らの意思で社会に参画し、社会を活性化していく

課題とその解決方法を見出す機会とするとともに、“研究”“学習”“実践”を結び、女性のエンパワ

ーメントをめざす交流の場とします。

２．主題 「女性のエンパワーメントと男女共同参画社会づくり 」

３．主催

独立行政法人 国立女性教育会館

４．会場

国立女性教育会館

〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷 728 番地

５．期日

平成 22 年 8 月 27 日（金）～8月 29 日（日） 2泊 3 日

６．参加者

女性団体等のリーダー、研究者、女性関連施設職員、男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行

政担当者、学生等 1000 名程度

７.日程・内容 ＊別紙１をご参照ください。

第１日 8 月 27 日（金）

（１）開会 主催者あいさつ 12:30 ～ 12:50

（２）シンポジウム 13:00 ～ 15:00

「未来へのメッセージ ～男女共同参画社会への展望 一歩先に進むための関係づくり～」

地域活性化を推進するための女性の参画とその基礎となる関係づくりについて、意思決定の

場

やまちづくりへの女性の参画を通して、各界でご活躍されている方々からご提言をいただき、

地

域で男女共同参画を推進するための今後の研究や実践活動の方向性について考えます。

シンポジスト〈敬称略〉：

奥山恵美子 仙台市長

西郷真理子 （株）まちづくりカンパニー・シープネットワーク代表取

締役

シンポジスト ･コーディネーター：

廣瀬 隆人 宇都宮大学生涯学習教育研究センター副センター長・教授

（３）ワークショップ １ 15:30 ～ 17:30

全国から応募いただいたワークショップ（８件）、会館提供ワークショップ（１件）、文部科学

省提供ワークショップを行います。会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（４）交流会 18:30 ～ 20:00

1 日目の夕食を兼ねた交流会（有料：3000 円）です。参加には、事前にお申込みが必要です。
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第 2 日 8 月 28 日（土）

（５）ワークショップ ２ 9:30 ～ 11:30

全国から応募いただいたワークショップ（８件）、会館提供ワークショップ(２件)を行います。

会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（６）ワークショップ ３ 12:30 ～ 14:30

全国から応募いただいたワークショップ（１２件）、会館提供ワークショップ(１件)を行いま

す。

会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（７）ワークショップ ４ 15:30 ～ 17:30

全国から応募いただいたワークショップ（１０件）、会館提供ワークショップ(１件)を行いま

す。

会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（８）自由交流 19:00 ～ 21:00

参加者同士が誘い合って自由に交流します。

第 3 日 8 月 29 日（日）

（９）ワークショップ ５ 9:30 ～ 11:30

全国から応募いただいたワークショップ（８件）、会館提供ワークショップ（１件）を行いま

す。

会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（10）ワークショップ ６ 12:30 ～ 14:30

全国から応募いただいたワークショップ（７件）、会館提供ワークショップ（１件）を行いま

す。

会館提供ワークショップについては別紙２をご参照ください。

（11）閉会 14:30

８.ワークショップのテーマ

テーマは、「男女共同参画基本計画」(第 2 次)に示されている施策を参考に、以下の５つのテー

マを設定しました。

①女性のキャリア形成への取組

（政策・方針決定過程への女性の参画、雇用等における機会の均等と待遇の確保、起業、再就職

支援、ライフプランニングによる進路選択指導、大学における男女共同参画推進、科学技術・

学術の振興、女性研究者・技術者の採用・登用、理工系分野への女子中高生の進路選択促進 等）

②ワーク・ライフ・バランス

（ワーク・ライフ・バランスの推進、男性の家庭・地域参画、子育て支援、企業の取り組み 等）

③安全・安心と男女共同参画

（女性に対する暴力の根絶、人身取引、防災への取組、生活困難者への支援、高齢者、子ども、

障害者、外国人が安心して暮らせる環境整備 等）

④地域の活性化と男女共同参画

（地域における男女共同参画推進、農山漁村活性化への取組、農山漁村女性のエンパワーメント、

環境保全への参画 等）

⑤男女共同参画の拠点づくり
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（男女共同参画意識づくりに向けた取組、女性関連施設・社会教育施設の機能の充実、団体・グ

ループ・ＮＰＯ活動の活性化、指定管理者制度のあり方、男女共同参画情報の発信・活用 等 ）

９．交流推進プログラム

参加者の交流推進を支援するため、会館ボランティア、会館職員、地域の方々の企画による以下

のプログラムを行います。参加は自由です。

（１）モーニング・アクティビティ

軽い運動や工作など、頭、身体が目覚めるプログラムを行います。

（２）アフタヌーン・コンサート

近隣の高校生による発表や、軽音楽の演奏を行います。

（３）ナイト・レクチャー

お茶や、手作り体験など、会話を楽しみながら参加できるプログラムを行います。

１０．情報交換・交流の場

情報交換・交流の場として、全日程を通して以下の場を開設します。

（１）さんかくカフェ

交流推進委員による参加者同士の出会いの場です。男女共同参画推進のための実践活動・研究

調査等についての相談も受付けます。

（２）情報のひろば

参加者が無料の広報物、チラシ等の展示、配布、又は有料の資料、図書、パンフレット等の頒

布を通して情報交換を行う場です。

（３）ヌエック・マルシェ

比企地区の地産地消品の販売や運営者との情報交換を通して、顔の見えるつながりをつくりま

す。

１１．参加申込

（１）申込方法：インターネットまたは郵便で受け付けます。参加希望により、申込方法が異なります

ので、別紙３の申込方法をご確認のうえ、お申し込み下さい。

会館への宿泊は、全日程（8 月 27 日～29日）参加の方を優先に先着順でお受けいたし

ます。但し、団体一括の宿泊希望はお受けできませんので、宿泊をご希望の方は、お

手数でも個人でお申込みをお願いいたします。

（２）申込期間：宿泊希望有り 7月 20 日（火）～8 月 13 日（金）＊定員になり次第締め切ります。

宿泊希望無し 7月 20 日（火）～8 月 20 日（金）

１２．所要経費

（１）参加費 ：無料です。ワークショップによって資料代が有料のところもあります。

（２）宿泊費 ：期間中の会館宿泊費は、1泊 1000 円、未就学児は 500 円です。小学生も 1 名となりま

すので、ご注意ください（前・後泊も同金額）。

（３）食費・交通費：参加者のご負担となります。

（４）交流会 ：1名 3000 円（立食形式）です。事前にお申込みが必要です。

１３．保育

フォーラム期間中、概ね 2 歳以上から学齢未満の幼児保育を実施します。

希望する場合は、「参加申込書」に必要事項を記入のうえお申し込みください（定員 20名 先着

順）。

１４．企画委員 ５名（五十音順・敬称略）

本フォーラムの企画を会館と共同で行います。

・矢澤 澄子 元東京女子大学教授（企画委員長）
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・田中 雅文 日本女子大学教授

・中畔都舍子 全国地域婦人団体連絡協議会長

・野上 武利 埼玉県経営者協会顧問

・宗像 道子 社団法人共同通信社編集委員

１５．交流推進委員 ９名（五十音順・敬称略）

テーマワークショップを企画・運営し、同テーマに関心のある参加者のネットワークづくりを

すすめます。

・青木 玲子 国立女性教育会館客員研究員

・小川かづ江 国立女性教育会館ボランティア

・渋谷 典子 特定非営利法人参画プラネット代表理事

・中村アイ子 国立女性教育会館ボランティア

・西山恵美子 国立女性教育会館客員研究員

・野呂知加子 日本大学大学院准教授

・萩原なつ子 立教大学教授

・本間 喜美 国立女性教育会館ボランティア

・吉田 容子 弁護士・立命館大学教授

１６．申込先及び問い合わせ先

独立行政法人 国立女性教育会館事業課

〒３５５－０２９２ 埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８番地

ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５

ホームページ URL http://www.nwec.jp/

メールアドレス progdiv@nwec.jp

（土日祝日 8:30～17:00 もお問い合わせをお受けできます。）
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準備・移動

交流会（１８：３０～２０：００）
＊夕食も含む

19:00

16:00

18:00

:30

テーマワークショップ ４
（１）募集ワークショップ

（２）会館提供ワークショップ
（１５：３０～１７：３０）

:30

:30

19:00

:30

:30

20:00 20:00
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WS説明会･準備
（8:45～9:15）

モーニング・アク
ティビティ

（8:30～9:15）

モーニング・アク
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〈別紙２〉

平成22年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）」

ワークショップについて

【募集ワークショップ】
全国から応募いただいた５８件のワークショップを実施します。詳しくは、別添資料の「募集ワー

クショップ実施一覧」をご参照ください。

【会館提供ワークショップ】
会館と交流推進委員が、５つのテーマについて先進事例や研究、課題に基づいたワークショップを

実施します（会館の事業成果を提供するワークショップも含みます）。

テーマ１ 女性のキャリア形成への取組（１） 8 月 29 日（日）12:30～14:30 110 研修室

（N1）「社会人大学院と生涯キャリア―研究と実践を考える―」

大学院において女性の社会人院生の受入れが進んでいます。実践活動を深める契機として大学院

での学びを選択した事例を通じ、生涯学習が男女共同参画社会の形成に寄与する可能性について検

討します。

交流推進委員：渋谷 典子 ＮＰＯ法人参画プラネット代表理事・名古屋市男女平等参画推

進センターつながれっと NAGOYA センター長

事例提供者 ：伊里タミ子 瀬戸市男女共同参画推進委員会推進委員会委員・瀬戸市地域包

括支援センター運営協議会委員

事例提供者 ：有満 保江 同志社大学言語文化教育研究センター教授

テーマ１ 女性のキャリア形成への取組（２） 8 月 28 日（土）9:30～11:30 208 研修室

（N2）「世代を超えて紡ぐ理系女性のキャリアデザイン」

社会における理系女性の活躍促進の問題について共有し、世代を超えてシニアから若手、若手か

ら学生へと紡ぐ手法を、参加者と話し合います。

交流推進委員：野呂知加子 日本大学准教授

事例提供者 ：刑部南月子 お茶の水女子大学大学院博士前期課程２年・女子中高生夏の学

校学生企画委員

喜多 和 日本工営株式会社電力事業本部技術士・WPETF（技術者を目指

す女子学生を支援する会）会員

佐々木政子 東海大学名誉教授・日本化学会男女共同参画推進委員会委員

長・前日本女性科学者の会会長

テーマ２ ワーク・ライフ・バランス 8 月 29 日（日）9:30～11:30 大会議室

（N3）「これからの男性のワーク・ライフ・バランスを考える―老若男女が自分らしく生きるた

めに－」

男性の育児休業取得率、長時間労働等の現状を踏まえ、これから家庭を持とうとする若い世代と

ワーク･ライフ･バランスを実現している先輩男性との対話によって、これからのワーク･ライフ･バ

ランスのあり方について考えます。

交流推進委員：萩原なつ子 立教大学教授

施策説明者 ：滝口 直樹 独立行政法人環境再生保全機構石綿健康被害救済部

研究発表者 ：土堤内昭雄 ニッセイ基礎研究所研究員

事例提供者 ：武藤 良太 立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究科博士課程後期

テーマ３ 安心・安全と男女共同参画 8 月 28 日（土）15:30～17:30 110 研修室

（N4）「人身取引の根絶に向けて―地域での教育・啓発プログラムの企画と実践―」

多面的な側面を持つ「人身取引」の問題について、国立女性教育会館が取り組んできた調査研究や、

民間団体が地域や若者を対象に行っている取組事例の報告から考えます。地域で具体的にこの問題を

取り上げる際の留意点や工夫について意見交換を行い、今後の教育・啓発方策について検討します。
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交流推進委員：吉田 容子 弁護士・立命館大学教授

研究発表者 ：斉藤百合子 明治学院大学准教授

事例提供者 ：百瀬 圭吾 てのひら～人身売買に立ち向かう会代表理事

会館の取組 ：渡辺 美穂 独立行政法人国立女性教育会館研究国際室研究員

テーマ４ 地域の活性化と男女共同参画 8 月 28 日（土） 9:30～11:30 110 研修室

（N5）「地域コミュニティの再生～食を通して職をつくる、地域をつくる～」

身近な地域での男女共同参画の推進は、地域力を高め、持続可能な社会を築くために不可欠です。

地域で食を通し、人と人とのつながりと職を生み出し、社会貢献・社会の新たな関わりを持って活

動している事例を通して、女性の参画の意義と役割とこれからの地域づくりを考えます。

交流推進委員：西山恵美子 独立行政法人国立女性教育会館客員研究員

研究発表者 ：上野 勝代 神戸女子大学家政学部教授

事例提供者 ：紀平 容子 NPO 法人高齢社会の食と職を考えるチャンプルーの会代表

新井 純子 合同会社ヘルシーカフェのら合同社員・市民活動グループあれ

あれあ代表

テーマ５ 男女共同参画の拠点づくり 8 月 27 日（金） 15:30～17:30 大会議室

（N6）「これからの情報発信を考える～つなぎ・支援するインターネット活用～」

次々と新しい技術による情報サービスが提供されているインターネットでは、男女共同参画に関

する情報は、どのように集め、発信されているか、そしてその情報は必要とする人に届いているの

か。現状を確認し、男女共同参画の拠点としての女性／男女共同参画センターのこれからの情報発

信について考えます。

交流推進委員・施策説明者：

青木 玲子 独立行政法人国立女性教育会館客員研究員

研究発表者・コメンテーター：

安達 一寿 独立行政法人国立女性教育会館客員研究員

事例提供者 ：牟田 和恵 大阪大学教授・女性をつなぐ総合情報サイト「ウィメンズ ア

クション ネットワーク（WAN）」運営委員

小園 弥生 財団法人横浜市男女共同参画推進協会事業企画課

森 未 知 独立行政法人国立女性教育会館情報課専門職員

会館提供ワークショップ 8 月 28 日（土） 12:30～14:30 101 研修室

（N7）「地域づくりと男女共同参画統計」

男女共同参画に関わる問題を統計によって明示し分析するとともに、解決策を立案、政策の進捗

状況を監視しようとする統計理論と活動分野である、男女共同参画統計（ジェンダー統計）の理解

を深め、日本の男女共同参画を進めていくためにはどのように活用すればよいのかを考えます。

施策説明者 ：伊藤 彰彦 （財）統計情報研究開発センター理事長・元総務省統計局長

研究発表者 ：杉橋やよい 金沢大学准教授・独立行政法人国立女性教育会館客員研究員

事例提供者 ：田邉 知子 三重県男女共同参画センター専門員

【文部科学省提供ワークショップ】 8 月 27 日（金）15:30～17:30 110 研修室

(国)「女性のライフプランニング支援～今後の展開とライフプランニング模擬講座～」

女性は、結婚、妊娠、出産といったライフイベントにより、働き方・生き方をどうするか選択を迫

られる機会が多く、近年は選択肢も多様となっています。女性が社会で活躍できるよう、女性のライ

フプランニング支援の模擬講座を通じ、ライフプランニング支援のあり方や今後の展開について考え

ていきます。

運営者 ：文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課
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〈別紙３〉

平成 22 年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWEC フォーラム）」

申 込 方 法

★参加希望により、申込方法が異なりますので、以下をよくお読みのうえ、お申し込み下さい。

〈事前に個人でのお申込みをご希望の方〉
会館への宿泊を希望する ・・・・・・・・・・・・・・・・（１）①をご参照下さい。

会館への宿泊を希望しない・・・・・・・・・・・・・・・・（１）②をご参照下さい。

〈事前に団体でのお申込みをご希望の方〉
団体で一括申込を希望する（宿泊はお受けできません）・・・（２）をご参照下さい。

（１）個人でのお申し込み

① 会館での宿泊を希望する場合

＊ 全日程参加できる方を優先させていただきます。

＊ 宿泊施設の関係で、団体一括の宿泊希望はお受けできません。

＊ 会館宿泊にもれた場合でも、参加希望の有無を申込書にご記入ください。

申

込

方

法

インター

ネット

国立女性教育会館ホームページ（http://www.nwec.jp/）上の募集ページにアクセ

スし、画面の指示に従ってお申し込みください。

決定通知はメールで返信します。メールの文面（参加証を兼ねます）を、

印刷して当日お持ちください。

なお、携帯メールアドレスの返信先登録は、返信できない場合もあり

ますので、ご遠慮ください。

郵 便

お送りいただくもの

①「参加申込書別紙Ａ」必要事項をご記入ください。

②「返信用はがき」１人につき１枚必要です。住所・氏名を明記してください。

＊「情報のひろば申込書」ご希望の方のみ同封して下さい。

受付後返送します。このはがきが参加証となりますので、当日お持ちく

ださい。

募集

期間

平成２２年７月２０日（火）～８月１３日（金）（必着）

＊先着順に受け付けます。期間内でも定員に達した時点で受付を締め切らせていただきます

のでご了承ください。

＊受付締切につきましては、ホームページでお知らせいたします。

② 会館での宿泊を希望しない場合 （1日だけの参加もお受けします）

申

込

方

法

インター

ネット

国立女性教育会館ホームページ（http://www.nwec.jp/）上の募集ページにアクセ

スし、画面の指示に従ってお申し込みください。

決定通知はメールで返信します。メールの文面（参加証を兼ねます）を、

印刷して当日お持ちください。

なお、携帯メールアドレスの返信先登録は、返信できない場合もあります

ので、ご遠慮ください。

郵 便

お送りいただくもの

①「参加申込書別紙Ｂ」必要事項をご記入ください。

②返信用はがき１人につき１枚必要です。住所・氏名を明記してください。

＊「情報のひろば申込書」ご希望の方のみ同封して下さい。

受付後返送します。このはがきが参加証となりますので、当日お持ちくだ

さい。

募集

期間
平成２２年７月２０日（火）～８月２０日（金）
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（２）団体（１０名以上）でのお申し込み
＊団体一括の受付になりますので、同一団体内でも参加日が違う場合は、お手数でも参加日ごとに申

込み書をご記入ください。

＊当日も会場でお申し込みを受け付けます（日帰りのみ）。その場合、開催資料は十分用意をしており

ますが、不足することもございますので、あらかじめご了承ください。

申

込

方

法

インター

ネット

国立女性教育会館ホームページ（http://www.nwec.jp/）上の募集ページにアクセ

スし、画面の指示に従ってお申し込みください。

決定通知はメールで返信します。メールの文面（参加証を兼ねます）を、

印刷して当日お持ちください。

なお、携帯メールアドレスの返信先登録は、返信できない場合もありま

すので、ご遠慮ください。

郵 便

お送りいただくもの

①「参加申込書別紙Ｃ１､２」必要事項をご記入ください。

②返信用封筒 1団体につき 1 通必要です。代表者住所・氏名を明記し、80円切手を

貼ってください。

＊「情報のひろば申込書」ご希望の方のみ同封して下さい。

受付後、参加証を郵送します。この参加証は、代表者の方が当日お持ち

ください。同一団体でも参加日が違う場合は、参加日ごとの参加証が必

要ですので、お手数でも参加日ごとに申込書をご記入下さい。

募集

期間
平成２２年７月２０日(火)～８月２０日（金）

【申込先及び問い合わせ先】

独立行政法人 国立女性教育会館事業課

〒３５５－０２９２ 埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８番地

ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４・６７２５

ホームページ URL http://www.nwec.jp/

メールアドレス progdiv@nwec.jp

（土日祝日 8:30～17:00 もお問い合わせをお受けできます）



１ 参加希望者についてご記入ください

ふりがな

以下の分類について、主に該当する所１つに○をつけてください。
a.行政関係者 e.施設関係者 i.学生( )

a-1.教育委員会( ) e-1.社会教育施設( ) j.主婦・主夫( )
a-2.男女共同参画行政( ) e-2.女性関連施設( ) k.無職( )
a-3.その他の行政( ) e-3.その他の施設( ) l.その他（ ）

b.研究者・大学教員( ) f.マスコミ( )
c.小・中・高校教員( ) g.議員( )
d.団体・グループ( ) h.会社員( )

〒

２ 下記のプログラムに参加を希望する場合は○をつけてください

３ 宿泊・食事について希望するものに○をつけてください。

４ 宿泊いただけない場合のご希望についてどちらかに○をつけてください

５ 会館のご利用について該当する内容に○をつけてください

これまでの８月のフォーラムに参加したことがある。
会館が主催するその他の事業に参加したことがある。
会館を利用し、事業を実施したことがある。
会館で実施された、他の諸機関・団体が主催する事業に参加したことがある。
初めて参加した。

６ 保育の希望の有無について○をつけ、人数を記入してください

希望する（保育を希望するお子さんの人数： 名）
希望しない

夕食 宿泊夕食

（ ）日帰り参加をする （ ）参加しない

（勤務先・自宅）

（勤務先・自宅）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４交流会
(夕食込み）

シンポジウム ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１

8/28(土）

※ はがきの表面にご住所・お名前を明記の上、申込書に添えてお申し込みください。また、参加証を印刷して返信いたしますの
で裏面には何も記入しないでください。

平成22年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）」
参加申込書 ～会館宿泊を希望する方用～

※宿泊のお部屋は基本的に和室の相部屋（1部屋5～6人程度）となることをご了承ください。なるべく多くの参加者を受け入れる
ため、シングルのご希望はお受けできません。

勤務先
・

自 宅

8/27（金）

氏
名

性
別

所属名（団体・グループ,法人等に所属する方はその所属名を御記入ください。）

連
絡
先

TEL

FAX

※宿泊は先着順に受け付けます。また全プログラムに参加できる方を優先します。

はい ・ いいえ ・送付済
今後、上記の連絡先へ会館からの情報（会館で実施する事業等）の送付を希望しま
すか（○をつけてください）

8/26(木)

昼食

※ この個人情報は、国立女性教育会館の事業の企画・実施のみに利用し、外部には公表いたしません。

E-mail

住所

年
齢

8/29（日）

宿泊

8/30(月)

朝食 昼食

＊会館提供ワークショップの参加を希望される方は○をつけてください。番号は要項の別紙２をご参照ください。

（ ）N1､ （ ）N2､ （ ）N3､ （ ）N4､ （ ）N5､ （ ）N6､ （ ）N7

8/29(日）8/27（金）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ６ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３

昼食 宿泊 朝食 夕食

8/28（土）

朝食宿泊 朝食

別紙Ａ



１ 参加希望者についてご記入ください

ふりがな

以下の分類について、主に該当する所１つに○をつけてください。
a.行政関係者 e.施設関係者 i.学生( )

a-1.教育委員会( ) e-1.社会教育施設( ) j.主婦・主夫( )
a-2.男女共同参画行政( ) e-2.女性関連施設( ) k.無職( )
a-3.その他の行政( ) e-3.その他の施設( ) l.その他（ ）

b.研究者・大学教員( ) f.マスコミ( )
c.小・中・高校教員( ) g.議員( )
d.団体・グループ( ) h.会社員( )

〒

２ 下記のプログラムに参加を希望する場合は○をつけてください

３ 会館のご利用について該当する内容に○をつけてください

これまでの８月のフォーラムに参加したことがある。
会館が主催するその他の事業に参加したことがある。
会館を利用し、事業を実施したことがある。
会館で実施された、他の諸機関・団体が主催する事業に参加したことがある。
初めて参加した。

４ 保育の希望の有無について○をつけ、必要事項を記入してください

希望する（保育を希望するお子さんの人数： 名）

希望しない

＊会館提供ワークショップの参加を希望される方は○をつけてください。番号は要項の別紙２をご参照ください。

（ ）N1､（ ）N2､（ ）N3､（ ）N4､（ ）N5､（ ）N6､（ ）N7

8/29(日）

シンポジウム ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１ 交流会
(夕食込み）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ６

8/27（金） 8/28 (土）

はい ・ いいえ ・送付済

連
絡
先

TEL

今後、上記の連絡先へ会館からの情報（会館で実施する事業等）の送付
を希望しますか（○をつけてください）

E-mail

※ この個人情報は、国立女性教育会館の事業の企画・実施のみに利用し、外部には公表いたしません。

氏
名

勤務先
・

自 宅

（勤務先・自宅）

年
齢

平成22年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）」

参加申込書 ～会館宿泊を希望されない方用～

性
別

※ はがきの表面にご住所・お名前を明記の上、申込書に添えてお申し込みください。また、参加証を印刷して返信しま
すので裏面には何も記入しないでください。

FAX

住所

（勤務先・自宅）

所属名（団体・グループ、法人等に所属する方はその所属名をご記入ください。）

別紙Ｂ



１ 代表者の方についてご記入ください

ふりがな

以下の分類について、主に該当する所１つに○をつけてください。
a.行政関係者 e.施設関係者 i.学生( )

a-1.教育委員会( ) e-1.社会教育施設( ) j.主婦・主夫( )
a-2.男女共同参画行政( ) e-2.女性関連施設( ) k.無職( )
a-3.その他の行政( ) e-3.その他の施設( ) l.その他（ ）

b.研究者・大学教員( ) f.マスコミ( )
c.小・中・高校教員( ) g.議員( )
d.団体・グループ( ) h.会社員( )

（上記代表者と異なる場合のみご記入下さい）

〒勤務先
・

自 宅

連絡者氏名

所属名（団体・グループ、法人等に所属する方はその所属名をご記入ください。）

E-mail

性
別

年
齢

連
絡
先

TEL
FAX （勤務先・自宅）

平成22年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）」

団 体 申 込 書

※ 参加通知書を返送いたしますので、80円切手を貼った返信用封筒（住所・氏名記入）を同封して下さい。

※ この個人情報は、国立女性教育会館の事業の企画・実施のみに利用し、外部には公表いたしません。

氏
名

住所

（勤務先・自宅）

別紙C1

２ 下記のプログラムに参加を希望する場合は○をつけてください

３ 会館のご利用について該当する内容に○をつけてください

これまでの８月のフォーラムに参加したことがある。

会館が主催するその他の事業に参加したことがある。

会館を利用し、事業を実施したことがある。

会館で実施された、他の諸機関・団体が主催する事業に参加したことがある。

初めて参加した。

４ 保育の希望の有無について○をつけ、必要事項を記入してください

希望する（保育を希望するお子さんの人数： 名）

希望しない

５ 団体の参加人数・構成等をご記入下さい。

(1) 参加人数（団体代表者も含む）

＊会館提供ワークショップの参加を希望される方は○をつけてください。番号は要項の別紙２をご参照ください。

（ ）N1､（ ）N2､（ ）N3､（ ）N4､（ ）N5､（ ）N6､（ ）N7

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ６

8/29 (日）

シンポジウム ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１ 交流会
(夕食込み）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２

今後、上記の連絡先へ会館からの情報（会館で実施する事業等）の送
付を希望しますか（○をつけてください）

8/27（金） 8/28(土）

E-mail

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３

＊人数もご記入願います。

はい ・ いいえ ・ 送付済

（女性 名 ， 男性 名 : 合計 名）
(2) 団体名

（ ）

（女性 名 ， 男性 名 : 合計 名）



※ 参加人数が１０名を越える場合はコピーしてください。別紙C1に添えてお申し込み下さい。

団体名

代表者名

連絡担当者名

（ふりがな）

氏 名
性別 年齢

団体・グループ及びNPO法人に所属する方
はその「所属名」を御記入ください。

分類
(下記の一覧を参照し

てください）

お住まいの
都道府県名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※ この個人情報は、国立女性教育会館の事業の企画・実施のみに利用し、外部には公表いたしません。

平成２２年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム」
団体参加者一覧表（団体での申込用）

別紙Ｃ２

分類一覧

a-*. 行政担当者 (a-1. 教育委員会 a-2. 男女共同参画行政 a-3.その他の行政 ）

b. 研究者・大学教員 c. 小・中・高校教員 d. 団体・グループ

e-*. 施設関係者 (e-1. 社会教育施設 e-2. 女性関連施設 e-3. その他の施設）

f. マスコミ g. 議員 h. 会社員 i. 学生 j. 主婦・主夫 k. 無職 l.その他


